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Ⅰ．はじめに 

 

出雲市は、平成１７年３月に合併後、同年１２月に概ね１０年間の

行財政改革の指針となる「２１世紀出雲市行財政改革大綱」を策定し、

これに基づく「第１期・第２期出雲市行財政改革実施計画」により、

さまざまな行財政改革に取り組まれてきた。 

その後、平成２６年４月に本市としては第２次となる「出雲市行財

政改革大綱」を策定し、この具体的な取組項目を定めた「第１期・第

２期出雲市行財政改革実施計画」により、継続して行財政改革に取り

組まれている。特に平成２６年度から平成２８年度までの３年間は、

合併前後に行った社会基盤整備を起因とした厳しい財政状況を早急に

立て直す必要があったため、この期間を集中改革期間と位置付けて、

事務事業や補助金等の見直し、使用料・手数料の見直しなど、行財政

改革の取組を強力に推進され、現在に至っている。 

取組の結果、財政の健全化を示す指標の一つである実質公債費比率

は、現大綱策定当時の平成２６年度に１９．５％であったものが、令

和４年度には１２．５％に、また、将来負担比率は、平成２６年度に

１９６．９％であったものが、令和４年度に１５７．４％に下がるな

ど改善が図られている。また、普通会計の市債残高は、平成２６年度

に１１８，８７９百万円あったものが、令和４年度には９４，８０８

百万円に削減され、着実に改善が進んでいると評価できる。 

しかしながら、令和３年度決算における出雲市と類似団体との数値

を比較すると、実質公債費比率は出雲市１２．６％に対して類似団体

の平均値は４．０％、将来負担比率は出雲市１５５．４％に対して  

２６．９％、市債残高は出雲市９９，５２９百万円に対して     

５６，８７８百万円と、依然として大きな開きがある。 

市では、令和４年９月に、本市のまちづくりを進めるための最上位

計画となる出雲市総合振興計画「出雲新話２０３０」を策定され、ま

ちづくりの将来像を、「『出雲力』で夢☆未来へつなげ 誰もが笑顔に

なれるまち」とされた。この将来像の実現に向けて６つの基本方策「と

もに創る」、「ともに守る」、「ともに結ぶ」、「ともに支える」、「ともに

育む」、「ともに楽しむ」を柱と定め、多様化する時代のニーズを的確
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に捉え、将来につながる施策を推進するとされている。 

一方、令和３年１２月に策定された「出雲市財政計画」によると、

歳出面では、新体育館や学校再編に伴う新設小学校等の大規模な建設

事業費の増や少子高齢化に伴う扶助費の増に加え、頻発化・激甚化す

る災害の備えなどの対応経費が今後必要になるとされている。こうし

た状況から、計画期間中の大半の年度において収支不足が生じており、

財政調整基金・減債基金から総額１８億円を繰り入れることにより収

支の均衡を図るなど、依然として厳しい財政状況にあるとされている。 

このように、これまでの取組により、着実に改善が進んではいるも

のの、厳しい財政状況であることには変わりなく、行財政改革の取組

は、未だ道半ばであると言える。次世代に高負担を強いることのない

持続可能な行財政運営を行うことができるよう、引き続き気を緩める

ことなく行財政改革の取組を行っていく必要がある。 

こうした状況において、現大綱が今年度末で１０年目を迎えること

や、第２期実施計画の計画期間が今年度末をもって終了することから、

令和５年７月２６日、出雲市長から本審議会に、 

１．「出雲市行財政改革第２期実施計画」の成果の検証について 

２．「出雲市行財政改革大綱（第３次）」の策定について 

３．次期「出雲市行財政改革実施計画」の策定について 

の３点について諮問があった。 

 市長からの諮問を受け、当審議会では、令和５年７月２６日以降、

○回の会議を開催し、市の現状を踏まえながら今後の行財政改革の方

向性について審議をしたところである。 

本答申は、新たな行財政改革大綱と実施計画の策定に向けて、各委

員がそれぞれの分野の視点に立って、活発に意見交換を行い、今後の

行財政改革における基本的な方向性を取りまとめたものである。 
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Ⅱ．「出雲市行財政改革第２期実施計画」の成果について 

 

１．取組の成果 

第２期実施計画の取組の実施にあたっては、行財政改革大綱に掲げ

る４つの取組項目ごとに財政効果額の目標数値を設定されている。こ

の数値は、平成３０年度に策定された財政計画における第２期実施計

画の取組期間である５年間の収支不足額１７億円に、第１期実施計画

から継続する効果額約２６億円を加えた４３億円と設定されている。 

令和４年度までの４年間の目標額と実績額は、以下のとおりであっ

た。 

⑴効率的・効果的な行財政運営 

目標額： ７億円 

実績額： ５億９，６３０万円 

比 較：△１億  ３７０万円（達成率：８５．２％）  

⑵公共施設のあり方と管理運営 

目標額： ３億４，０００万円 

実績額： ３億６，０２０万円 

比 較：   ２，０２０万円（達成率：１０５．９％） 

⑶組織・機構と適正な人員管理 

目標額： ９億４，０００万円 

実績額： ８億６，８１０万円 

比 較：  △７，１９０万円（達成率：９２．４％） 

⑷財源の確保と債務の抑制 

目標額：１３億２，０００万円 

実績額：３２億４，１２０万円 

比 較：１９億２，１２０万円（達成率：２４５．５％）  

 

⑴～⑷の合計 

目標額：３３億０，０００万円 

実績額：５０億６，５８０万円 

比 較：１７億６，５８０万円（達成率：１５３．５％） 
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また、令和４年度までの４年間の実質公債費比率の推移は以下のと

おりであった。 

令和元年度：１４．３％ 

令和２年度：１２．９％ 

 令和３年度：１２．６％ 

 令和４年度：１２．５％（令和元年度比△１．８％） 

 

令和４年度までの４年間の財政効果額は、５０億６，５８０万円で

あり、目標額の３３億０，０００万円を上回るとともに、令和５年度

も含めた計画全体の目標額４３億円を１年前倒しで達成された。 

実質公債費比率に関しても、年々低下しており、平成３０年度に策

定された財政計画における令和５年度の計画値１３．４％を令和２年

度の時点でクリアするなど、着実に改善が進んでいる。 

 

２．成果の検証 

⑴効率的・効果的な行財政運営 

①事務事業の適正な推進 

・ＰＤＣＡサイクルを用いた事務事業評価などを通じ、３４件（廃

止７件、縮小１５件、改善１２件）について事業の見直しが実施

された。 

・ＡＩ（人工知能）、ＲＰＡ（業務自動化）などのデジタル技術の

活用により業務の効率化が図られた。また、行政手続等における

押印・署名の見直しを行うなど、行政手続のオンライン化に向け

て取り組まれている。 

②補助金・負担金及び扶助費のあり方 

・補助金等を評価する点検項目を設定し、原則３年毎の見直しによ

り、２２件（廃止１１件、縮小１０件、改善１件）について補助金等

の見直しが実施された。 

③外郭団体 

・２つの法人（㈱多伎振興、㈱フロンティアいずも）の完全民営化

が実施された。 
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⑵公共施設のあり方と管理運営 

①公共施設の今後のあり方 

   ・「出雲市公共施設のあり方指針」（平成２７年３月策定）に基づき、

いちじくの里（１・２区）、見晴らしの丘公園（キララコテージ）

などの施設について民間譲渡が行われるなどの取組が進められ

た。 

   ・令和５年３月に「出雲市公共施設のあり方指針（第２次）」が策

定され、継続して施設の統廃合や譲渡等の取組を行うこととされ

た。 

②公共施設の管理運営 

・指定管理者制度における統一的な指針を定めた「指定管理者制度

の運用に関する方針」（平成２７年６月策定）について、適時見

直しを行いながら、これに基づき指定管理者の募集・選定が行わ

れた。 

 

⑶組織・機構と適正な人員管理 

①時代に即応した組織・機構 

・社会情勢の変化や多様化するニーズへの対応、重点施策の実施の

ため、必要に応じて組織・機構の見直しや専門職の配置等が実施

された。 

②適正な人員管理 

・業務量に応じた適正な職員数の確保に努められた。 

・市長、副市長、教育長等の特別職の給与の減額が継続して実施さ

れた。 

 

⑷財源の確保と債務の抑制 

①使用料・手数料の見直し 

・水道料金の改定や神門通り交通広場の駐車場を有料化にするなど

の使用料等の見直しが行われた。 

②財源の確保 

・出雲市収納対策本部会議を開催され、市税、保険料、保育料等の

収納率向上と未収金削減などの収納対策の強化が図られた。 
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・遊休地の売却や貸付、不用となった公用車の売却などにより、資

産の処分や有効活用が行われた。 

・ふるさと納税制度の積極的な取組により寄附額の増額が図られた。 

・ガバメントクラウドファンディングを実施するなど、新たな財源

の確保に取り組まれた。 

③起債の抑制 

・出雲市財政計画に基づき、新規に発行する市債の抑制を図られた。 

・市債の繰上償還を実施し、市債残高の削減と利払いの低減を図ら

れた。 
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Ⅲ．「第３次出雲市行財政改革大綱」及び「出雲市行財政改革実施計

画」の策定に向けて 

 

１．第３次行財政改革大綱及び実施計画の策定に向けた基本的な考え方 

これまでの行財政改革の取組により、実質公債費比率や将来負担比

率などの財政の健全化を示す各種指標の数値が改善傾向にあるなど、

着実に改善は進んでいるものの、全国平均と比較すると依然として大

きな開きがあり、引き続き行財政改革の取組を進めていくことが必要

である。 

こうした本市の状況を踏まえ、次期行財政改革の取組の検討にあた

っては、現在の取組を基本としながらも、デジタル技術の活用や働き

方改革などの時代背景を考慮した新たな視点の取組を加えることが必

要であると考えた。取組の基本方針を以下の３つに設定し、取組の基

本的な考え方や方向性、取組の内容について取りまとめたので、次の

とおり提言する。 

なお、市民生活や地域活動等に影響が及ぶ行財政改革の取組の実施

にあたっては、市民や地域等へ丁寧な説明を行い、理解と協力を求め

ることが重要であることを申し添える。 

 

 ⑴取組の基本方針 

○市民の福祉の向上と持続可能な行政サービスを提供するための行

財政改革 

○真に必要な事務事業の取捨選択を行い、安定的な財政基盤を築くた

めの行財政改革 

○これまで実施してきた行財政改革の取組を基本としながらも、ＤＸ

や民間活力を積極的に活用した行財政改革 

 

⑵取組の目標設定 

令和３年度に策定した「出雲市財政計画」は、令和４年度から令和

１３年度までの１０年間の本市の財政見通しを示した計画とされてい

る。この計画は、本市の予算編成における基本的な指針・枠組として

位置付けていることから、大綱の策定にあたっては、財政計画を基本
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とした取組を進められたい。 

また、実施計画に定める行財政改革の目標額の設定にあたっては、

財政計画における収支不足額を目標値として設定することが妥当であ

ると考える。 

 

２．個別の取組方針 

  個別の取組項目の設定にあたっては、現在の取組を基本としつつ、新

たな取組を加えることで、時代に適した行財政改革になるものと考え、

以下のとおり設定した。 

また、それぞれの項目には、「現状と取組の方向性」として、これま

での取組成果の検証を踏まえ、現在の状況や課題、取り組むべき方向性

を記載している。そして、「取組内容」には、具体的な内容などについ

て記載をしている。 

 

⑴効率的・効果的な行財政運営 

 ①適正な事務事業の実施 

 【現状と取組の方向性】 

✓ 社会情勢の変化や多様化する市民ニーズへの対応のため、市が

実施する事務事業は増加傾向にあります。業務量が増加する中、

限られた財源と職員数のなかで、市が全てのニーズに対応する

ことは困難な状況です。 

✓ 市が行う事務事業は、これまでにも適宜見直しを行いながら実

施してきましたが、持続可能な行財政運営を行っていくために

は、こうした見直しを継続して行っていく必要があります。見

直しにあたっては、市が担うべき事業であるか、市民生活に欠

くことができない事業であるか、費用対効果は適切であるかと

いった視点（一定の基準）を持ちながら判断していく必要があ

ります。 

✓ 増加する業務量への対応や、自治体が抱える課題の解決に向け

て、民間が有する知識やアイデアを有効に活用することで、行

政サービスの質の向上や行政コストの低減などを図っていくこ

とが必要となっています。 
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  【取組内容】 

〇事務事業の見直し 

・市が行う事務事業は、時代のニーズを把握し、真に必要な事業

であるか検証を行い、常に見直しを実施 

・新規事業を立ち上げる場合は、原則、既存事業を廃止または縮

小（スクラップ・アンド・ビルド） 

・新規事業の実施にあたっては、大幅な計画変更が生じないよう、

計画の段階で事業効果や実施期間等を十分に検討 

〇一定の基準の設定 

    ・事務事業の見直しにあたっては、事務事業の必要性や費用対効

果を総合的に検証 

    ・事務事業の検証にあたっては、ＰＤＣＡサイクル（Ｐｌａｎ＝

計画、Ｄｏ＝実行、Ｃｈｅｃｋ＝評価、Ａｃｔｉｏｎ＝改善）

などの評価手法を用いて検証を実施 

〇民間委託等の活用（アウトソーシング） 

    ・民間にできることは民間に委ねることを念頭に、民間委託等を

検討 

   〇官民連携した取組の推進 

    ・自治体が抱える課題に対して、民間事業者のノウハウや民間資

金等を活用することで、行政コストを抑えながら課題の解決を

図る官民連携の取組を検討 

 

②補助金・負担金のあり方 

  【現状と取組の方向性】 

✓ 市では、市民生活を支えるための支援や地域経済の活性化など

を目的に、市の施策に沿った取組に対して補助金を交付してい

ます。補助金のあり方については、補助金ごとに交付目的の明

確化や成果指標の設定を行うなどの定期的な見直しを実施して

おり、この見直しは継続して行っていく必要があります。 

 

  【取組内容】 

   〇補助金の目的に沿った成果基準の設定 
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・補助金の目的を明確化し、成果基準（目的を達成するための基

準を設定したうえで検証を実施 

〇定期的な見直し期間の設定 

・原則３年の終期を設定 

・継続する場合もゼロベースから評価し、当初の目的を達成した

場合は、原則廃止 

〇補助対象の適正化 

・補助対象経費の明確化と適正化 

・所得要件の設定や市税等の納付状況の確認による補助対象者の

適正化 

〇適正な受益者負担の設定 

・適正な補助率の設定（補助率は原則１／２以内） 

・国・県制度における市の負担割合を超えた補助はしない 

 

③ＤＸ推進による業務の効率化と市民サービスの向上 

  【現状と取組の方向性】 

✓ 市が行う業務量は増加傾向にあり、限られた職員数で対応する

ためには、業務の効率化と省力化を図る必要があます。これを

解決する一つの手法として、デジタル技術の積極的な活用が必

要になっています。 

✓ デジタル技術の活用により、業務の効率化を図ることができる

と同時に、事務負担の軽減による職員のワークライフバランス

の推進にも寄与することになります。また、行政手続きのオン

ライン化などによって、市民サービスの向上にもつながります。 

✓ インターネットや各種情報端末などのデジタル技術を使える人

と、そうでない人の間に格差が生じないよう、対策を講じてい

く必要があります。 

 

  【取組内容】 

〇デジタル技術を活用した窓口の構築や行政手続のオンライン化 

・「書かない窓口」の設置検討 

・公共施設予約システムの構築・運用 
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・押印・署名の見直しによる行政手続きのオンライン化の推進 

〇ＡＩ・ＲＰＡ等の活用 

・業務の効率化・省力化の推進 

○デジタル技術の導入にあわせた業務改善 

・デジタル技術の導入にあわせ、既存の業務プロセスを再度見直

し、業務の更なる効率化を実現 

・業務のデジタル化やペーパーレス化の推進 

・電子決裁システム（文書管理・財務会計）の構築・運用 

・テレワークやリモート会議の推進 

○デジタル技術の利用機会等の格差是正 

    ・スマートフォン講座などによる活用支援 

    ・利用が難しい人への対応 

○セキュリティ対策の徹底 

 

④外郭団体のあり方 

 【現状と取組の方向性】 

✓ 民間にできることは民間に任せるという基本的な考え方のもと、

市が関与する必要性が低いと判断した団体については、順次民

営化を進めてきました。外郭団体の民営化については、各団体

の設立当初の政策目的と現状を照らし合わせ、市の関与のあり

方を個別に判断しており、今後の状況を見ながら必要に応じて

団体ごとに対応を検討していく必要があります。 

 

  【取組内容】 

   〇市の関与のあり方を検討 

・団体の運営状況等を見ながら、関与のあり方を検討 

 

⑵公共施設のあり方と管理運営 

①公共施設のあり方 

  【現状と取組の方向性】 

✓ 本市は、２度の合併を経て、各市町が保有していたスポーツ施

設、文化施設、社会教育施設など多くの類似施設を引き継ぎま
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した。 

✓ これらの公共施設を維持管理していくために多額の経費が必要

であったこと、また、人口規模に見合う施設数にする必要があ

ったことなどから、「出雲市公共施設のあり方指針」を策定し、

施設の見直しに取り組んできました。取組の結果、民間譲渡の

推進など、一定の成果はでているものの、取組は道半ばであり、

今後も継続して取組を進めていく必要があります。 

 

【取組内容】 

〇出雲市公共施設のあり方指針の着実な実施 

・令和５年３月に策定した出雲市公共施設のあり方指針（第２次）

に基づき、施設の民間譲渡等の取組を着実に実施 

 

②公共施設の利用促進と管理運営 

 【現状と取組の方向性】 

✓ 多くの公共施設では、特にここ数年、感染症の影響もあり利用

者数が伸び悩んでいます。利用促進に向けた取組を行い、施設

の利用収入の増や施設の活性化を図る必要があります。 

✓ 市の普通会計に属する施設を維持管理するために、毎年約５０

億円の費用が必要であり、直営施設、指定管理施設に限らず経

費削減に向けた取組を今後も続けていく必要があります。 

✓ 老朽化した施設の改築等には、多額の費用を要することから、

施設の長寿命化を計画的に行う必要があります。 

 

  【取組内容】 

〇施設の利用促進 

〇維持管理費の抑制 

・施設の維持管理費の精査・抑制と利用者数の増を図ることで、

利用者１人あたりのコストを低減 

〇施設の長寿命化計画策定と取組の推進 
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⑶組織体制の充実と人材育成 

①時代の変化に適応する組織・機構 

  【現状と取組の方向性】 

✓ 社会情勢の変化や多様化する市民ニーズへの迅速な対応に留意

しながら、適宜組織の改編を行ってきました。今後も、市が取

り組む施策や事業量、職員数に応じた組織・機構をめざして見

直しを行います。 

 

  【取組内容】 

〇機動的かつ効率的な組織・機構の構築 

    ・さまざまなニーズや時代の変化に即応した専門性の高さと、縦

割り行政による弊害の排除を両立した柔軟性の高い組織・機構

の構築 

 

②人材育成と働きやすい職場環境 

  【現状と取組の方向性】 

✓ 多様化・高度化する行政需要に的確に対応できる人材の育成が

必要です。限られた職員数で効率的に事務処理をするためには、

職員一人ひとりの高い資質が必要になっています。また、分野

により高い専門性を有する職員を育成することも必要になっ

ています。 

✓ 研修や地域住民等との対話により創造的に仕事をしていく能力

を養うことで、職員の資質向上を図ります。 

✓ 職員一人ひとりの能力を最大限に引き出すためには、働き方改

革に取り組みながら職員のワークライフバランスを図り、働き

やすい職場環境を整備する必要があります。 

✓ ６５歳へ定年が延長されるなか、計画的な採用を行い、持続可

能な組織にしていく必要があります。 

 

  【取組内容】 

〇職員の資質向上に資する研修参加と市民ニーズの把握 

    ・実地研修のほかオンライン研修なども積極的に活用し、幅広い
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知識を習得 

    ・市民ニーズを把握するため、職員が積極的に地域へ出かけ、必

要に応じて地域住民等との対話を実施 

   〇人事交流の充実 

    ・人事交流を通じて、新しい視点で物事を捉える能力を育成 

   〇知識と経験を活用した働き方の推進 

・全ての職員が自身の知識と経験を有効に活用し、やりがいを持

って活躍できる働き方の推進 

   〇ワークライフバランスの推進 

・働き方改革による時間外勤務の縮減や年次有給休暇の取得促進

などによる働きやすい組織・職場づくり 

   〇多様な働き方の推進 

    ・フレックスタイムやテレワークを活用した多様な働き方を推進 

 

⑷財源の確保と債務の抑制 

①財源の確保 

  【現状と取組の方向性】 

✓ 市の歳入は、地方交付税の先行きが不透明ななか、市税等の更

なる収納率向上に努めるとともに、国・県補助金はもとより新

たな自主財源の確保、市の保有する資産の処分や有効活用など

により、一層の歳入確保を徹底する必要があります。 

 

  【取組内容】 

○収納対策の強化 

・市税、公共料金等の納付方法の拡大と収納対策の強化 

○市の保有する資産の処分及び利活用 

・使用していない市有財産の有償譲渡又は有料貸付の推進 

○新たな財源の確保 

・多様な方法による広告事業の拡大 

・新たな財源確保策の検討 

・法定外目的税の導入の研究 
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②起債の抑制 

  【現状と取組の方向性】 

✓ 合併前後の集中的な社会基盤整備への対応財源として多額の市

債を発行してきました。これまでの行財政改革の取組により、

市債残高は減少しているものの、類似団体と比較すると、いま

だに大きな開きがあります。そのため、市債の新規発行額の抑

制や繰上げ償還を行うことにより、市債残高を抑制していく必

要があります。 

 

  【取組内容】 

○市債の新規発行額を抑制 

○繰上償還の実施 

 

③使用料・手数料の見直し 

  【現状と取組の方向性】 

✓ 使用料・手数料は、受益に係る対価としての性格を持つため、

受益を受ける者と受益を受けない者との公平性を考慮して設定

する必要があります。 

✓ 市が求める使用料・手数料については、処理に要するコストや

近隣自治体の状況なども勘案しながら、必要に応じてその負担

水準を見直しする必要があります。 

✓ 施設使用料については、平成２７年度に、施設の用途・規模に

応じて使用料の統一を図るとともに、施設区分ごとに維持管理

費に対する受益者負担率を定め、それに応じた使用料の設定を

行う方針として使用料改定を行いました。その後も定期的に検

証を行っており、この検証結果に基づき適正な使用料の設定を

行う必要があります。 

 

  【取組内容】 

〇応分な受益者負担 

・受益に見合う使用料・手数料の設定 

   ○処理コストや近隣自治体の状況を勘案した使用料・手数料の設定 
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○施設使用に係る適正な使用料の設定 

・施設区分、用途、使用面積等に応じた料金設定（算定基準の明

確化） 

・定期的な検証の実施 
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Ⅳ．おわりに 

 

  出雲市の財政状況は、これまでの行財政改革の取組により改善傾向に

あるものの、昨今の社会情勢の変化に伴う新たなニーズへの対応や未

来のまちづくりに向けた投資などが必要になっており、歳出は増加傾

向にある。次世代に高負担を強いることのない持続可能な行財政運営

を実現するためには、安定した財政基盤の構築が必要となっており、

引き続き行財政改革を推進していく必要がある。 

一方、審議会の議論においては、時代の変化とともに、これまでの

経費節減を強力に進めていく緊縮一辺倒の議論から、ＤＸの推進によ

る市民サービスの向上や、働きやすい職場環境の整備など、社会情勢

の変化に応じた前向きな視点も必要であるとの認識で一致した。これ

までの取組を継続して実施することを基本としながらも、新たな視点

を取り入れることで、時代に適した行財政改革が実行できるものと考

える。 

これからの人口減少社会を迎えるにあたって、出雲市が発展を続け

ていくために、明るい未来の実現に向けた施策の実施と行財政改革に

よる安定した行財政運営の両立を図っていただきたい。新たに策定さ

れる行財政改革大綱と実施計画が、出雲市の持続可能な行財政運営を

実現するための礎になることを期待している。 

 

 


